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11 担当者感想 

① 東京理科大学教授 太田 尚孝 先生 

実際の実験は 2 日間と短期間でしたが、石川先生が事業の構想から事前打ち合わ

せなどを丁寧に設定下さり、当日までの用意周到なご準備により、両日ともにスムー

ズにかつ充実した実験を行うことができました。 

受講者も熱心で、誰もが積極的に実際の操作に関わっていたことが印象的でした。 

本学とのリモート接続による TA との意見交換および質疑応答が、ネット環境に

依存することが心配材料であったが、持参した環境で滞りなく行えて安堵しました。 

石川先生と真家先生のご負担は多大であったと思いますが、受講者に与える教育効

果は、大きかったのではないかと思いますので、このような機会が再度訪れますよう

願っております。 

大変いい経験をさせていただきました。石川先生、真家先生、古河一高の先生方に

お世話になり、感謝申し上げますありがとうございました。 

② 真家 慶子 教諭 

人間にとって“食べること”は毎日行う行動の一つであり、人間は食べなければ生き

ていくことはできない。それにもかかわらず、学生のうちは“食べること”が疎かにな

りがちである。私は、疎かになっている理由として、誰かに作ってもらうという受動的

な生活や、成長期真っ只中の身体であるということから、主体的に食を考える機会がほ

とんどないためだと考えている。コロナ禍で調理実習の機会が失われ、主体的に食に触

れる機会を失ってしまった生徒たちにとって、今回のチャレンジプロジェクトは、化学

の視点から食に触れ、生徒たちが主体的に食を考える第一歩となったことだろう。私自

身もプロジェクトを通して、数㎏のバラ肉を切り、手で触れた感触や見た目の違いを直

接観察することができ、改めて食の面白さを実感することができた。また、生徒たちが

スポンジケーキへと新たな疑問を持ってくれたことが、とても嬉しく、さらに、実験や

実習を通して生徒たちの学びをどう深められるかを私自身がずっと考え続けていきた

いと感じた。参加させていただきありがとうございました。太田先生、研修室の方々、

石川先生に感謝申し上げます。 

 

12 謝辞 

参加生徒たちが、そろって、太田先生のお話や、研究室の方のお話を真剣に聞き入って

いた姿が印象的であった。アンケート調査の結果によると、全体的に好評であった。 

調理室から多くの器具をお借りし、調理法の指導を頂き、片づけ指導もして下さった真

家教諭の支援がなければ、今回の講座が円滑に開催できなかったものと思われる。太田

先生、太田先生の研究室の先生方、真家先生に感謝しております。 

生徒たちにとって、とても有意義な講座になりました。 

 

13 資料 

生徒が作成したレポートの一部を以下に掲載し、本報告書を閉じる。 

手書きでレポートを作成した生徒が多いが、3 年生の参加生徒の内、2 名がスマート

フォンを用いて、グーグルスライドを活用し、スライド形式で作成できたことは、授業

におけるスマートフォンの活用事例として注目すべきことであると考え、報告書の最後

部に全文を掲載する事とした。 

これらかの本校生の知識・技術の向上を願ってやまない。 



12 

 

 

 
 

 
 

  



13 

 

 

 
 



14 

 

 

 
 

 

 


